
7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平  

成17年11月8日付け厚生労働省発食安第1108002号及び同法24条第2項の規  

定に基づき平成18年7月18日付け厚生労働省発食安第0718033号により食品安  

全委員会あて意見を求めたミルベメクチンに係る食品健康影響評価について、 以下のとお   

り評価されている。  

無毒性量：3mg／kg体重／day  

（動物種）  イヌ  

（投与方法）   カプセル経口投与  

（試験の種類） 慢性毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

ADI：0．03mg／kg体重／day  

8．諸外国における状況   

JMPRによる毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。米国、カ   

ナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査した結果、   

オーストラリアにおいて、いちごに基準が設定されている。  

9．基準値案  

（1）残留の規制対象   

ミルベメクチン（M．A。及びM．A4の和とする。）  

みかん、なす等を用いた植物体内運命試験の結果、多数の代謝物が確認されているが、   

いずれも微量であるため、規制対象物質には代謝物は含めないこととした。   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、農産物中の  

暴露評価対象物質としてミルべメクチン（親化合物のみ）と設定している。  

（2）基準値案  

別紙2のとおり。  

別紙2中で「基準値現行」の欄において0．02ppmの基準値を設定している農産物等は、  

本来、食品衛生法第11条第3項の規定に基づき、「人の健康を損なうおそれのない量とし  

て厚生労働大臣が薬事・食品衛生審議会の意見を聴いて定める量」（一律基準）である0．01  

ppmで規制するところ、分析法の状況を考慮し、0．01ppmまでの分析が困難と考えられた  

ことから0．02ppmの残留基準を設定したものである。今回、本剤については0．01ppmま  
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での分析が可能となったことから、0．02ppmの基準を削除し、一律基準（0．01ppm）で規  

制することとした。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値実の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され   

る量のミルべメクチンが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試   

算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大1日摂取量（TMDI））のADIに   

対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全   

くないとの仮定の下におこなった。  

国民平均   4．9   

幼小児（1～6歳）   12．3   

妊婦   3．9   

高齢者（65歳以上）   4．8  

注）L TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一   

般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、   

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  

一之2－   
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（別紙1）  

ミルベメクチン作物残留試験一覧表  

試験条件  最大残留量（ppm）  

農作物  試験 圃場数  【ミルべメクチン  
剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   （M．A3及びM．A4の和）】  

温州みかん  2   1000倍散布   1［司  7，14日   
圃場A：く0＿04（1回，7日）（め   

（果肉）  

1％乳剤  400，800L／10a  圃場B：く0．04（1回，7日）（拝）   

温州みかん   1000倍散布   圃場A：0．09（1回，7日）（＃）   
2   

（果皮）  
迅乳剤  400，800L／10a  1回L  7，14日            圃場B：〈0．04（1回，7日）（＃）   

温州みかん  2   1000倍散布   2回   
圃場A：く0．04（＃）   

1％乳剤  

（果肉）  
400，800L／10a  

7日  

圃場B：く0．04（＃）   

温州みかん   1000倍散布   
2回   

圃場A：0．12（＃）   
2   

（果皮）  
1％乳剤  400，800L／10a  7日  

圃場B：〈0．04（＃）   

温州みかん  2   100倍常温煙霧  2回   圃場A：〈0．02（＃）   
2％水和剤  

（果肉）  
35L／10a  

7日  

圃場B：く0．02（＃）   

温州みかん  2   100倍常温煙秀  2回   圃場A：0．16（＃）   
2％水和剤  

（果皮）  
35L／10a  

7日  

圃場B：0．24（＃）   

夏みかん  
2   1％乳剤   

1000倍散布  1回  7，13日  圃場A  ，7日）（♯）  
（果肉）  

400，500L／10a  7，14日  圃場B  ，7日）（＃）   

夏みかん  
2   1％乳剤   

1000倍散布  1回  7，13日  圃場A  ，7日）（＃）  
（果皮）  

400，500L／10a  7，14日  圃場B：〈0．04（1回，7日）（＃）   

夏みかん  
2   1％乳剤   

1000倍散布  1回  7，13日  圃場A：く0．04（1回，7日）（＃）  
（果実全体）  

400，500L／10a  7，14日  圃場B  ，7日）（＃）   

夏みかん   
2   

1000倍散布   2回   
圃場A：く0，04（＃）   

1％乳剤  

（果肉）  
400，500L／10a  

7日  

圃場B‥〈0．04（＃）   

夏みかん   1000倍散布   
2回   

圃場A：く0．04（＃）   
2   

（果皮）  

1％乳剤  400，500L／10a  7日  
圃場B：〈0．04（＃）   

夏みかん   
2   

1000倍散布   2回   
圃場A：〈0，04（＃）   

1％乳剤  

（果実全体）  
400，500L／10a  

7日  
圃場B：〈0．04（＃）   

ゆず   1000倍散布   圃場A‥く0．02（1回，7日）（＃）   
2   1％乳剤  

（果実）  
400，500L／10a  1回  7，14日            圃場B：〈0．02（1回，7日）（＃）   

ゆず   1000倍散布   圃場A：〈0．02（2回，7日）（＃）   
2   1％乳剤  

（果実）  
400，500L／10a  2回  7，14日            圃場B：〈0．02（2回，7日）（＃）   

すいか   
2   

1000倍散布   1回   
圃場A：く0．04   

1％乳剤  100，250L／10a  
（果実）  

7日  
圃場B：く0．04   

すいか   
2   

1000倍散布   2回   
圃場A：く0．04   

1％乳剤  100，250L／10a  
（果実）  

7日  
圃場B：く0．04   

メロン  
2   1％乳剤   

1000倍散布  1回  ム8日  圃場  
（果実）  

250，300L／10a  土7日  圃場  

メロン  
2   1％乳剤   

1000倍散布  之回  も8日  圃場A：〈0．04  
（果実）  

250，300L／10a  も7日  圃場B：〈0．04   

もも   1000倍散布   圃場A：〈0．04   
2   1％乳剤  500L／10a  

（果肉）  
1回  ヱ，14日             圃場B：〈0．04   

もも   圃場A：0．18   
2   

（果皮）  

1％乳剤   500L／10a  
1000倍散布   

1回  714日            ＿〉   
圃場B：く0．04   

もも   1000倍散布   2回   
圃場A：く0．04（＃）   

2   1％乳剤  500L／10a  
（果肉）  

三日  
圃場B：〈0．04（＃）   

もも   1000倍散布   2回   
圃場A：0．26（＃）   

2   

（果皮）  

1％乳剤  500L／10a  7日  
圃場B：く0．04（＃）   

ネクタリン   1000倍散布   圃場A：0．03（＃）   
2   

（果実）  
1％乳剤  300，500L／10a  2回  7，14日            圃場B：0．04（＃）   
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試験条件  最大残留量（ppm）  

農作物  試験 圃場数  【ミルべメクチン  
剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   （M．A3及びM．A4の和）】  

りんご  
2   1％乳剤   

1000倍散布  上回  7，14日  圃場A：く0．04（1回，7日）  
（果実）  

600L／10a  7，13日  圃場B：く0．04（1回，7日）   

りんご   1000倍散布   
2回   

圃場A：く0．04（＃）   
2   

（果実）  
1％乳剤  600L／10a  7日  

圃場B：〈0．04（＃）   

りんご   1000倍散布   
2回  1，3，7日   

圃場A：0．03（2回，1日）（＃）   

（果実）  

2   1％乳剤  375，694L／10a  圃場B：く0．02（2回，1日）（＃）   

なし   1000倍散布   
上回  7，14日   

圃場A：く0．04   
2   

（果実）  
1％乳剤  200，400L／10a  圃場B：く0．04   

なし   1000倍散布   
2回   

圃場A：く0．04（＃）   

（果実）  

2   1％乳剤  200，400L／10a  7日  
圃場B：く0．04（＃）   

なし   1000倍散布   圃場A：0．02（2回，1日）（＃）   

（果実）  

2   1％乳剤  300，857L／10a  2回  1，3，7日            圃場B：く0．02（2回，1日）（＃）   
パパイヤ   圃場A：く0．02   

（果実）  

2   1％乳剤   300L／10a  
1000倍散布   

三回  乙14，21日  
圃場B：く0．02   

いちご  1000倍散布  160，169日  圃場A：く0．04  
2   1％水和剤  

（果実）  100，120L／10a  呈回           146，156日  圃場B：〈0．04   
いちご   2000倍散布   

1回  ム3日   
圃場A：く0．02   

（果実）  

2   2％水和剤  150L／10a  圃場B：0．03   

いちご   2000倍散布   
呈回  13日   

圃場A：く0．02   
2   

（果実）  
2％水和剤  150L／10a  圃場B：0．05   

おうとう   
2   

1000倍散布   
上回  ヱ，14日   

圃場A：0．08   

（果実）  
1％乳剤  500，700L／10a  圃場B：0．03   

おうとう   
2   

1000倍散布   
2回  7，14日   

圃場A：0．12（2回，7日）（＃）   

（果実）  
1％乳剤  500，700L／10a  圃場B：0．04（2回，7日）（＃）   

ぶどう   2000倍散布   圃場A：く0．02   

（果実）  

2   2％水和剤  400L／10a  1回  ヱ，14日            圃場B：0．02   

ぶどう   2000借散布   
呈回  乙14日   

圃場A：0，02   
2   

（果実）  
2％水和剤  400L／10a  圃場B：0．04   

ぶどう   100倍常温煙秀  呈回   圃場A：0．023（2回，14日）   

（果実）  

2   2％水和剤  15L／10a  乙14日            圃場B：0．022（2回，14日）   
トマト   1000倍散布   

2回  1，3，7日   
圃場A：0．04（2回，1日）（＃）   

（果実）  

2   1％乳剤  230，250L／10a  圃場B：0．02（2回，3日）（＃）   

ミニトマト   1500倍散布   圃場A：0．02   

（果実）  

2   1％乳剤  之回  も3，7日        200，250L／10a    圃場B：0．03   

なす   1000倍散布   
1回  ム3日   

圃場A：く0．04（1回，1日）（＃）   

（果実）  

2   蟻乳剤  200L／10a  圃場B：く0．04（1回，1日）（＃）   

なす   1000倍散布   圃場A：く0．04（2回，1日）（＃）   
2   

（果実）  
1％乳剤  200L／10a  2回  1，3日            圃場B：く0．04（2回，1日）（＃）   

なす   原液   圃場A：く0．02   
2  0．001％エアゾル  

十分畳噴射  
1回  1，3，7日  

（果実）  圃場B：く0．02   

なす   原液   圃場A：〈0．02   
2  0．001％エアゾル  

十分量噴射  
呈回  土，3，7日  

（果実）  圃場B：く0．02   

ピーマン   1000倍散布   圃場A：く0．01   
2   1％乳剤  200L／10a  

（果実）  

呈回  ム3，7日  
圃場B：0．050   

ししとう  
1％乳剤   

1500倍散布  
1回  1，3，7日  圃場A：0．04（1回，1日）（＃）   

（果実）   
350L／10a  

ししとう  
1％乳剤   2000倍散布－ 350L／10a  1回  1，3，7日  圃場A：0．04（1回，1日）（＃）   

（果実）   
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試験条件  最大残留量（ppm）  

農作物  ．・‘羞 圃場数  【ミルべメクチン  
剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   （M．A3及びM．A4の和）】  

ししとう  
1％乳剤   

1500倍散布  
1回  1，3，7日  圃場B：0．06（1回，1日）（＃）   

（果実）   
350L／10a  

ししとう  
1％乳剤   

2000倍散布  
1回  1，3，7日  圃場B：0．04（1回，1日）（＃）   

（果実）   
350L／10a  

きゆうり   
2   

1000倍散布   圃場A：く0．04   

（果実）  
珊乳剤  250L／10a  1回  ム3日            圃場B：〈0．04   

きゆうり   
2   

圃場A：く0．04   

（果実）  
1％乳剤   250L／10a  

1000倍散布   
呈回  土，3日  

圃場B：〈0．04   

えだまめ   圃場A：0．03   
2   

（さや）  
1％乳剤   200L／10a  

1000倍散布   
三回  土，3，7日  

圃場B：0．03   

さやいんげん  2   1000倍散布   
2回  1，3，7日   

圃場A：〈0．02（2回，1日）（＃）   

（さや）  
1％乳剤  200L／10a  圃場B：0．08（2回，1日）（＃）   

さやえんどう  2   1000倍散布   圃場A：0．022（2回，1日）（＃）   

（さや）  
1％乳剤  250L／10a  2回  1，3，7日            圃場B：0．082（2回，1日）（＃）   

アスパラガス  
1％乳剤   

（若茎）   
300L／10a   

1000倍散布  
呈回  ム7，14日  圃場A：く0．1   

アスパラガス  
1％乳剤   

1000倍散布  

300L／10a   
（若茎）   

呈回  土，7，14日  圃場A：く0．1   

セ／レリー  
1％乳剤   

（茎葉）   
300L／10a   

2000倍散布  
2回  呈，7，14日  圃場A：〈0．08   

セルリー   圃場B：く0．02   
2   

（茎葉）  
1％乳剤   300L／10a  

2000倍散布   
之回  旦，7，14日  

圃場C：〈0．2   

モロヘイヤ  2   圃場A：0．38   

（茎葉）  
1％乳剤   300L／10a  

1500倍散布   
上回  ム3，5，7日  

圃場B：0．31   

エンサイ   
2   

圃場A：0．42   

（茎葉）  
1％乳剤   200L／10a  

2000倍散布   
上回  土，3，7日  

圃場B：0．14   

ふだんそう  2   1500倍散布   
呈回  土，3，7日   

圃場A：0．09   

（茎葉）  
1％乳剤  200L／10a  圃場B：0．09   

はすいも   
2   

圃場A：く0．02   

（葉柄）  
1％乳剤   300L／10a  

1000倍散布   
呈回  土，3，7日  

圃場B：く0．02   

みつば   
2   

2000倍散布   
三回  呈，7，14日   

圃場A：0．37   

（茎葉）  

1％乳剤  150L／10a  圃場B：0．46   

みょうが   圃場A：く0．02   
2   1％乳剤   350L／10a  

1000倍散布   
呈回  土，3，7日  

（花穂）  圃場B：〈0．02   

しそ   圃場A：0．41   
2   

（葉）  

1％乳剤   150L／10a  
2000倍散布   

ユ回  土，3，7日  
圃場B：1．44   

しそ   2000倍散布   
3回  1，3，7日   

圃場A：0．10（3回，1日）（＃）   

（葉）  

2   1％乳剤  200L／10a  圃場B：0．46（3回，1日）（＃）   

パセリ   2000倍散布   
上回  呈，7，14日   

圃場A：0．22   
2   

（茎葉）  
1％乳剤  200，250L／10a  圃場B：0．16   

コリアンダー  2   圃場A：0．10   

（茎葉）  
1％乳剤   200L／10a  

2000倍散布   
上回  土，3，7日  

圃場B：0．64   

さといも   
2   

圃場A：く0．20   

（葉柄）  
1％乳剤   200L／10a  

1000倍散布   
三回  ム3，7日  

圃場B：く0．20   

えごま   2000倍散布   圃場A：0．46   
2   1％乳剤  200L／10a  

（葉）  

呈回  旦，3，7日  
圃場B：0．40   

食用ぎく   
2   

2000倍散布   圃場A：0．96   
2％水和剤  

（花器全体）  
上回  土，3，7日        200，300L／10a  圃場B：0．44   
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試験条件  最大残留丑（ppm）  

農作物  試験 阻場数  【ミルベメクチン  
剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   （M．A3及びM．A4の和）】  

きく   
1％乳剤   

圃場A：0．37   

（菓）  

2  

200L／10a  
1500倍散布   

呈回  ム3，7日  
圃場B：0．58   

食用ほおずき   
1％乳剤   

圃場A：〈0．04   
2  

（果実）  
200L／10a  

2000倍散布   
呈回  土，3，7日  

圃場B：く0．04   

食用金魚草  2   
1％乳剤   

圃場A：0．63   

（花器全体）  150L／10a  
2000倍散布   

呈回  主，3，7日  
圃場B：q．54   

食用なでしこ   
1％乳剤   

2000倍散布   圃場A：0．79   

（花器全体）  

2  150L／10a  呈回  土，3，7日  
圃場B：0．75   

かんしょ   
2   1％乳剤   

1000倍散布   圃場A：く0．010   

（塊根）  呈回  ム7，14日        189．4，200L／10a  圃場B：く0．010   

やまのいも   
1％乳剤   

圃場A：く0．02   

（塊茎）  

2  

500L／10a  
1000倍散布   

呈回  ヱ，14，21日  
圃場B：く0．02   

やまのいも   
1％乳剤   

圃場A：く0．04   
2  

（むかご）  500L／10a  
1000倍散布   

呈回  乙14，21日  
圃場B：く0．04   

あずき   
1％乳剤   2  

1000倍散布   呈回‘  15，21日  圃場A：く0．04（2回，15日）   
（乾燥子実）  150L／10a  jA21日  圃場B：〈0．04   

だいず   
1％乳剤   2  

1000倍散布   2回  乙14，21日  圃場A：く0．02   
（乾燥子実）  200L／10a  乙15，22日  圃場B：く0．02   

いんげんまめ  2   
1％乳剤   1000倍散布   2回  7，14，21日   

圃場A：く0．02（2回，7日）（＃）   

（乾燥子実）  200L／10a  圃場B：く0．02（2回，7日）（拝）   

茶   蟻乳剤   1000倍散布   ユ回   
圃場A：0．05   

（荒茶）  

2  

400L／10a  ＿出目            圃場B：0．21   
茶   

1％乳剤   
1000倍散布   圃場A：く0．04   

（浸出液）  

2  400L／10a  上回   14日            圃場B：く0．04   
茶   

2   
1％乳剤   1000倍散布   2回   

圃場A：0．69（＃）   

（荒茶）  
400L／10a  7日  

圃場B：0．26（＃）   

茶   
2   蟻乳剤   1000倍散布   

2回   

圃場A：〈0．04（＃）   

（浸出液）  
400L／10a  7日  

圃場B：く0．04（＃）   

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別系氏2）  農薬名  ミルべメクチン   

作物残留試験成績   

く0．04，く0．04（あずき）  
く0．02（軌〈0．02（＃）（い  
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（別紙2）  農薬名  ミ／レべメクチン   

0．04（＃），0．02（＃）（トマト）  
0．02，0．03（ミニトマト）   

く0．04（軌〈0．04（＃）／  
く0．04（＃），〈0．04（拝）／  

0．04（＃）／0．04（＃）（ししと  

0．79，0．75（食用なでし  
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（別紙2）  農薬名  ミルベメクチン   

く0．04（軌く0．04（＃）／  
く0．02（＃），く0．02（＃）  

く0．04（＃），く0．04（＃）／  
く0．04（＃），く0．04（＃）  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  

（なっみかんの果実全  
グレープフルーツ  

く0．02（軋く0．02（＃），  
く0．02（＃），く0．02（＃）（ゆ  

（なつみかんの果実全  

く0．04（＃），く0．04（＃）／  
0．03（軌く0．02（＃）  

〈0月4（軌く0．04（＃）／  

（日本なしを参照）   
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農薬名  ミルべメクチン  （別紙2）  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績  

案   現行  基準値  
pPm  ppm   

バナナ  

キウイー  
パパイヤ  く0．02，く0．02   

アボカド  
パイナップル  
グアバ  
マンゴー  
バッショ1フルーツ  

なっめやし   
薄 

その他の果実  幸 

ひまわりの種子  ÷漆；イ 馨   

ごまの種子  恕   
べにばなの種子  卑  

綿実  r買  

なたね  ．箋  

その他のオイルシード  蔓  

ぎんなん  国  

くり  嚢  
ペカン  茅   

アーモンド  

くるみ  
その他のナッツ類  習 準  

0．05，0．21（‡）／  

0．69（軌0．26（＃）（荒茶）  
〈0．04，〈0．04／  

く0．04（軌く0．04（＃）（浸  

茶  出液）  

コーヒー豆  

カカオ豆  

ホップ   

0．09（軌く0．04（＃）／  
0．12（軌く0．04（＃）／  
0．16（軌0．24（＃）（‡）  

その他のスパイス  
（みかんの果皮）  

く0．02，〈0．02（みょうが）  

0．41，1．44／0．10（＃）  

0．46（＃）（しそ（菓）），  
0，10凡64（コリアン  

ダー），  
2．4，2．5（さんしょう（集））  
※さんしょう（菓）の残  

留値の2倍にて緊急登  

その他のハープ   
録（農林水産省からの  
理由書による要請）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない∩  
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（別紙3）  

ミルべメクチン推定摂取量（単位：〃g／人／day）  
幼小児  

食品群   基準値案 （ppm）  国民平均 TMDI   （1～6歳）  

TMDI   

0．1   5．6  

0．0  大豆            ′J、且類  0．2  
かんしよ   0．05  0．7  

0 2  やまいも（長いも）  01  
O. 2i 10  その他のきく科野菜  2  

0．3  アスパフガス  
パセリ   0．7  

0 2  セロリ  0 5  みつば  口      01  
0．2  トマト  

ピーマン   0 2  

なす   0．2  0 7  
0 0  その他のなす科野菜  0 2  

きゆうり（ガーキンを含む）   0 2  16；  
0 0：  いか  0 2  

メロン類果実   0．2  0．02  

0．1   0 2  未成熟えんどフ  0．3  
0 5  未成熟いんげん  0 3  

0 2  えだまめ  その他の野菜  3  
9 2  みかん  0 2  

なっみかんの果実全体   0．2  0．0   0．0  
レモン   0 2  O. 0i 01  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  0 2      0 2  
グレープフ／レーツ   0．2  0．4  

ライム   0．2  0．0   0 0  

その他のかんきつ類果実  0．2  

りんこ  0．2  
日本なし   0．2  西洋なし  0 2  
もも   0．2  0．1   0．8  

0 0   0 0  ネクタリン  0 2  
おうとう（チェリーを含む）  0．3  いちご  02  ぶどう  0 2  

0．1  

パパイヤ            茶  0 7  

その他のスパイス  0 7          その のハー  5  0．5  
計  78．0   58．4   65．6  

ADI比（％）  4．9   12．3   3．9  

TMl）I：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯  

平成 2年11月 7日  
平成15年 5月28日  

初回農薬登録  

農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準  

値設定依頼（適用拡大：だいず、えだまめ、さやいんげん等）  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

残留農薬基準告示  

第1回農薬専門調査会総合評価第一部会  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要項事項説明）  

第23回農薬専門調査会総合評価第二部会  

第45回農薬専門調査会幹事会  

平成17年11月 8日  

平成17年11月10日  
平成17年11月29日  

平成18年 6月 7日  
平成18年 7月18日  

平成18年 7月20日  

平成20年 8月 1日  

平成20年11月18日  

平成21年 2月19日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成21年 4月 2日 食品安全委員会（報告）  

平成21年 4月 2日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

平成21年11月26日 薬事・食品衛生審議会へ諮問  

平成21年12月 1日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  
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●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

【委員1   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博一   

斉藤貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査  

プロジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

山内  

山添  

吉池  

由田  

子
 
 
男
士
 
 

明
康
信
克
 
 
 

鰐渕 英機   

（（）：部会長）  
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答申（案）  

ミルべメクチン   

残留基準値  
食品名  

Dt）m   

大豆   0．1   
小豆類   0．2   

かんしよ   0．05   
やまいも（長いもをいう。）   0．1   

その他のきく科野菜注1）   
2   

アスパラガス   0．3   
パセリ   0．7   
セロリ   0．5  
みつば   
トマト   0．2   
ピーマン   0．2   
なす   0．2   

その他のなす科野菜注2）   0．2   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2   
すいか   0．2   
メロン類果実   0．2   
未成熟えんどう   0．3   
未成熟いんげん   0．3   
えだまめ   0．2   

その他の野菜注3）   
3   

みかん   0．2   
なっみかんの果実全体   0．2   
レモン   0．2   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   0，2   
グレープフルーツ   0．2   
ライム   0．2   

その他のかんきつ類果実注4）   0．2   

りんご   0．2   
日本なし   0．2   

西洋なし   0．2   
もも  0．2  
ネクタリン  0．2   
おうとう（チェリーを含む）   0．3   
いちご   0．2   
ぶどう   0．2   
パパイヤ   0．1   
茶   0．7   
その他のスパイス注5）   0．7   

その他のハープ注6）   5   

※今回基準値を設定するミルべメクチン  
とは、ミルべメクチンA3及びミルべメ  
タチンA4の和をいう。  

注1）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、 チコリ、エンダイブ、しゆ  
んぎく及びレタス以外のものをいう。  

注2）「その他のなす科野菜」とは、なす  
科野菜のうち、トマト、ピーマン及びな  
す以外のものをいう。  

注3）「その他の野菜」とは、野菜のうち、  
いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科  
野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野  
菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未  
成熟いんげん、えだまめ及びきのこ類以外の  
ものをいう。  

注4）「その他のかんきつ類果実」とは、か  
んきつ頬果実のうち、みかん、なつみかん、  
なつみかんの外果皮、なつみかんの果実全  
休、レモン、オレンジ、 グレープフルーツ  
及びライム以外のものをいう。  

注5）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及び  
ごまの種子以外のものをいう。  

注6）「その他のハープ」とは、ハープのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
葉、セロリの茎及びセロリの菓以外のものを  
いう。  
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